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の意味づけが動機づけを規定するという立場である。ス
ポーツのような達成場面で個人が達成しようとする目標
にはさまざまな種類が考えられるが、これまでの研究で、
次の 2つに大別されてきた。１つは、練習や努力を重視
し、スキルの向上や新しいスキルのマスターなどを目標
とするもので、熟達目標 (mastery goal)、あるいは学習
目標、課題目標などと呼ばれる。もう１つは、能力を重
視し、他者より優れていることを誇示したり、高い評価
を得ることを目標とするもので、成績目標 (performance 
goal)、あるいは遂行目標、自我目標などと呼ばれる。
　Dweck（1986）によれば、このような目標と行動との
関係は表 1のように示される。まず、能力を固定したも
の、自分では制御できないものと考える場合は、自分の
能力が十分か不十分かに注意が向くことから、自我（成
績）目標が選ばれる。それに対して、能力は柔軟で増大
する可能性があると考える場合は、自分の能力をどのよ
うに拡大・進歩させることができるかに関心があること
から、課題（熟達）目標が選ばれる。
　自我（成績）目標では、他者との比較における自分の
位置に関心があるために、他者のパフォーマンスや努力
といった外的基準についての情報が必要になり、自分の
能力評価が十分か不十分かをいつも気にしていなくては
ならない。また、有能感は、自分の進歩や努力だけでは
十分でなく、相手を負かしたり、他者より少ない努力で
はじめに
　近年、体育・スポーツにおける動機づけに関する研究
において、達成目標理論（achievement goal theory）が
注目されるようになってきた。この理論は、学習場面で
児童・生徒がどのような目標を達成したいと認知してい
るかが学習活動を規定する重要な役割を果たすことを指
摘（Ames, 1992a ; Dweck, 1986 ; Nicholls,1989）するも
のであり、体育・スポーツの領域においても動機づけに
重要な意味を持っていることが明らかになりつつある。
さらに、最近では、このような個人の達成目標の認知に
加え、環境要因としてのクラスやチームの動機づけ雰囲
気（motivational climate）が重要な意味をもつものとし
て注目されるようになってきた。
　そこで、本稿では、達成目標理論について概観した後
に、体育・スポーツにおけるこれまでの動機づけ雰囲気
に関する研究を振り返り、今後の研究課題や方向性につ
いて検討することにする。
　
達成目標理論
　
　前述したように、達成目標理論は、Ames（1992a）、
Dweck（1986）、Nicholls（1989）らによって提唱され
た理論であり、達成場面で人が設定する目標の種類やそ
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成功したときにはじめて感じることができる。したがっ
て、能力に自信があり能力を誇示できると考える場合は
積極的に課題に取り組むが、能力に自信がない場合は、
課題への取り組みを避けて能力の低さを隠そうとする。
また、失敗は能力が低いことを意味するので、確実に成
功できる易しい課題か失敗しても能力の評価に影響しな
いきわめて難しい課題が選択されやすい。このような極
端な課題の選択は、能力に自信がない人ほど顕著で、無
力感型と呼ばれる行動パターンとなって現れやすいとい
う。
　これに対して、課題（熟達）目標を持つ人は、スキル
の獲得や向上に関心があることから、練習方法や自分の
進歩など課題の遂行に直接かかわる情報に集中できる。
そのため、能力の高さに係わらず、自分の能力やスキル
を最大限に高める最適挑戦レベルの課題が選択されやす
く、自分の努力それ自体が有能感を高めるものになる。
また、課題目標の下での失敗は、努力不足や練習方法の
不適切さを示す手がかりになり、新たな方略の選択・実
行に向かわせるものとなる。
　体育・スポーツ心理学の領域においても、達成目標理
論を適用した研究が行われるようになり、達成目標の
認知と内発的動機づけ (Duda, Chi, Newton, Walling, & 
Catley, 1995)、スポーツマンシップに対する態度（Duda, 
Olson, & Templin, 1991）などとの関連から，選手の達
成目標の認知がスポーツにおける動機づけ研究において
も重要な研究課題として認識されつつある（Ames,1992b 
; Duda,1992 ; Weiss & Chaumeton,1992）。
　また、我が国においても、達成目標とスポーツ参加状
況（工藤・菊池・菅原，1994)、競技意欲・有能さの認知・
内発的動機づけ（伊藤，1996)、体育学習に対する動機づ
け（細田・杉原，1999）などとの関連が検討され、成績
目標よりも熟達目標を持つほうが動機づけに好ましい影
響を与えることが明らかにされている。
　このような達成目標と動機づけの関係、とりわけ動機
づけに与える熟達目標の有効性は、体育・スポーツにお
いても広く支持されている（西田・小縣，2008）ことか
ら、体育学習やスポーツ活動を効果的に進めるためには、
目標をどのように設定するかが重要であり、とりわけ熟
達目標が有効かつ重要であることが示唆される。
　
動機づけ雰囲気
　
　ところで、達成目標については、これまでその個人差
に焦点があてられていたが、個人内要因としてだけでな
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表１　達成目標と達成行動（Dweck，1986） 
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表 2　クラスの雰囲気と達成目標（Ames & Archer, 1988, p.261より一部変更） 
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体育・スポーツにおける動機づけ雰囲気研究
　スポーツ場面における動機づけ雰囲気に関して、
Seifriz, Duda, & Chi (1992) は、Ames & Archer (1988) 
の尺度を参考に、スポーツにおける動機づけ雰囲気尺度
(Perceived Motivational Climate in Sport Questionnaire: 
PMCSQ)を作成した。高校男子バスケットボール選手を
対象に、熟達雰囲気（12項目）と成績雰囲気（9項目）
の 2因子からなる尺度と内発的動機づけ、成功の原因に
ついての信念、及び Duda & Nicholls (1992)が作成した
課題・自我目標志向性尺度（Task and Ego Orientation 
in Sport: TEOSQ）との関連を検討した結果、チームの
雰囲気を熟達的と認知していることが内発的動機づけ
や、メンバーであることの満足感，競技不安に効果的
な影響を及ぼしていることを明らかにしている。なお、
PMCSQの構成概念及び予測妥当性はWalling, Duda, & 
Chi（1993)によって確認されている。
　さらに、Newton, Duda, & Yin（2000）は、PMCSQ 
を改良し、コーチによって作り出される動機づけ雰囲気
を測定する PMCSQ -2を開発している。この尺度は、熟
達雰囲気次元に①協力、②努力／上達、③重要な役割の
3要素を、成績雰囲気次元には①ミスに対する罰、②不
平等な扱い、③チーム内競争の 3要素をそれぞれ加えた
33項目から構成される。
　一方、体育場面における動機づけ雰囲気に関して、
Papaioannou (1994)は、Ames & Archer (1988)などを
く状況要因としての達成目標の概念が動機づけに有効な
役割をもつことが報告されている。
　例えば、Ames & Archer(1988)は、熟達目標と成績目
標に関連するクラスの雰囲気を分析する枠組みを表 2の
ように設定し、クラスの目標構造（以下、動機づけ雰囲
気 (motivational climate)と呼ぶ）に対する認知を測定
する尺度を作成するとともに、動機づけ関連要因とどの
ような関係にあるのかを検討した。その結果、クラスの
達成目標を熟達的であると認知する生徒ほど、より多く
の学習方略を用い，課題に対する挑戦を好み、クラスに
対する態度も好意的であったことなどを明らかにしてい
る。また、わが国においても同様の結果が渡辺 (1990)に
よって報告されている。
　さらに、Ames (1992a)は、Epstein(1988)の TARGET
構造注１）を参考に、教師の指導様式、学級風土、学校全
体の教育政策などがもつ、特定の目標を強調する特性と
して、課題・権威・評価と承認の 3つの次元を取り上げ、
熟達目標を進める教授方法を提唱している（図１）。
　動機づけは、これまで個人の問題として扱われること
が多かったように思われる。しかしながら、動機づけ雰
囲気に関する研究は、学習環境や集団への働きかけとい
う動機づけ研究の新たな方向性を提供している点で重要
であり、体育・スポーツ指導の実践的な観点から有益な
知見を提供することが期待される。
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図１　マスタリー（熟達）目標を進める学級の構造と教授方法（Ames, 1992a；坂西, 1995より引用）
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検討されてきた。
　例えば、成功の原因についての信念、挑戦的課題の好
み、体育の満足感（Treasure & Roberts, 2001）、内発的
動機づけやフロー体験（Kowal & Fortier, 2000 ; Parish 
& Treasure, 2003 ; 藤田・杉原 , 2007）、練習方略や練
習行動（Gano-Overway & Ewing, 2004 ; Xiang & Lee, 
2002）などへの動機づけ雰囲気の影響が検討されたが、
ほぼ一貫して、熟達雰囲気の肯定的影響と成績雰囲気の
否定的影響が報告されている。
　また、スポーツ選手のバーンアウト（Chi & Chen, 
2003）と競技ストレス（Pensgaard & Roberts, 2000）、
子どものモラル（スポーツパーソンシップ）（Miller, 
Roberts, & Ommundsen , 2004）などとの関連において、
さらには、教師期待効果（Papaioannou, 1995）やセル
フ・ハンディキャッピングの使用（Ommundsen, 2006）
などとの関連においても、同様の結果が示されているこ
とから、体育やスポーツの指導に際しては、熟達雰囲気
を促進し、成績雰囲気を抑制することが動機づけを高め
るうえで有効なことが示唆される（Ntoumanis & Biddle, 
1999）。
　ところで、以上の研究は、個人の動機づけが、個人の
達成目標と同様に、チームやクラスの動機づけ雰囲気に
よっても影響を受けることを示していることから、体育
やスポーツ指導場面において、熟達雰囲気を促すことを
目的とした介入プログラムを実践しその効果を検討する
試みが行われるようになっている。
　例えば、Marsh & Peart (1988)は、女子高校生を対象
としたトレーニングプログラムにおいて、協同的（熟達
雰囲気）プログラムと競争的（成績雰囲気）プログラム
の効果を検討した。その結果、協同的（熟達雰囲気）プ
ログラムが女子高校生の自己概念を向上させたことを報
告している。
　また、Theeboom, De Knop, & Weiss (1995)は、組織
的なスポーツプログラムに参加した小学生を対象に、
TARGET構造に基づく熟達プログラムと伝統的プログ
ラムの効果を比較した結果、熟達プログラムの方が伝統
的プログラムよりも児童の楽しさ、有能さ、内発的動機
づけを促進させたと報告している。
　さらに、Solmon (1996)は、院生を教師役として、
TARGET構造に基づく熟達雰囲気と競争を中心とした
成績雰囲気に基づく指導を行った結果、熟達雰囲気の教
師のもとで学習した中学生のほうが練習量が多かったと
報告している。
　加えて、Digelidis , Papaioannou, Laparidis , & 
Christodoulidis (2003)は、中学生を対象に、目標設定プ
ログラムの設定、生徒間のコミュニケーションを促進さ
せるペア学習スタイルの導入、プロセス目標（協同目
標・個人目標）の重視、認知的方略（リラクセーション
など）の使用促進といった介入プログラムを１年間にわ
たって実施し、動機づけ雰囲気、目標志向性、及び運動
や健康に対する態度に及ぼす効果を検討している。その
結果、介入プログラムのもとで学習した生徒、すなわち
参考に、体育における動機づけ雰囲気を測定する尺度
（Learning and Performance Orientation in Physical 
Education Climate Questionnaire; LAPOPECQ）を開発
している。この尺度は、学習（熟達）雰囲気として、①
教師による学習（熟達）雰囲気、②クラスの学習（熟
達）雰囲気、成績雰囲気として、①競争志向、②少ない
努力での成功（努力回避）、③失敗への恐れの計５つの
次元から構成され、ギリシャの中学生を対象に調査を実
施したところ、体育のクラスが学習（熟達）志向的な雰
囲気であるという認知と授業に対する肯定的態度や内発
的動機づけとの間に関連があることを報告している。
　なお、Papaioannou (1998)は、その後、LAPOPECQ
のうち教師による熟達・成績志向性のみを測定する短縮
版（Teacher-Initiated Motivational Climate in Physical 
Education Questionnaire）を開発している。
　また、Goudas & Biddle (1994)は、LAPOPECQを参
考に体育授業雰囲気尺度（Physical Education Class 
Climate Scale; PECCS）を作成している。PECCSは、
LAPOPECQのうち４つの下位尺度（クラスの学習志向、
教師の学習志向、クラスの競争志向、失敗への恐れ）と
選択の機会及び教師の支援に対する認知の２つの下位尺
度、計６下位尺度から構成されていたが、因子分析の結
果、最終的には以下の５つの次元から体育授業の雰囲気
を測定する。PECCSの最終的な下位尺度と項目例は以
下の通りである。①進歩の追及（生徒は新しい技術やゲー
ムを習うとき喜ぶ、ベストを尽くす）、②教師による学
習志向（一人一人の生徒が少しでも進歩することを喜ぶ、
すべての生徒の記録や技能の向上を喜ぶ）、③生徒によ
る比較追求（他の人よりよい成績のときに満足する、他
の人より上手にできたときに喜ぶ）、④失敗の恐れ（ミ
スをしないか心配、失敗を恐れて、むずかしい運動には
取り組まない）、⑤教師による比較促進（先生は勝った
人に注目します、先生はスポーツがうまいかどうかを気
にする）である。なお、PECCSは、フランス語版も作
成されている（Biddle, Cury, Goudas, Sarrazin, Famose, 
& Durand , 1995) 。
　さらに、Mitchell (1996)は、体育における動機づけ雰
囲気に関連して、挑戦・恐れ・競争・統制の４つの下
位尺度からなる体育学習環境尺度（Physical Education 
Learning Environment Scale : PELES）を開発している。
　一方、我が国においては、青木（ 1 9 9 7）が
Papaioannou (1994)を参考に、①教師の学習志向、②学
習志向，③協同志向、④競争志向、⑤失敗不安、の5因
子から構成される体育学習におけるクラスの動機づけ構
造を測定する尺度を開発し、有能感、原因帰属、体育
学習の楽しさなどとの関連を検討している。また、伊
藤（1997）は、Seifriz et al. (1992) のPMCSQを日本語訳
し、スポーツにおけるチームの動機づけ雰囲気を測定す
る尺度を作成し、目標志向性、原因帰属、競技意欲、
チームへの適応感などとの関連を検討している。
　以上のような尺度の開発とともに、その後、体育・ス
ポーツに関わるさまざまな動機づけ関連変数との関係が
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介入群は、統制群に比較して、運動に対する肯定的態度
を有し、高い課題志向得点と低い自我志向得点を示し、
教師が自我関与よりは課題関与を強調していたと報告し
ている。
　一方、動機づけ雰囲気に関する否定的な影響に注目し
たものとして、Standage, Treasure, Hopper, & Kuczka
（2007）の研究がある。そこでは、持久走の指導を課題
関与的（熟達雰囲気）条件と自我関与的（成績雰囲気）
条件のもとで指導を行ったところ、自我関与的条件のも
とで指導を受けた中学生のほうが動機づけにとって不適
応的なセルフ・ハンディキャッピング方略をより多く使
用したと報告している。
　以上の介入研究は、動機づけ雰囲気を意図的な努力に
よって作り出すことが可能なことを示唆している点で重
要な知見を提供しているといえる。
　体育やスポーツの学習は、体育教師やスポーツ指導者、
仲間などとの多様な相互作用を通して多くの影響を受け
ていると考えられる。しかしながら、これまでの体育・
スポーツにおける動機づけ研究は、達成動機、原因帰属、
達成目標などの概念を中心に、主として個人内要因が取
り上げられてきた。児童や選手にみられる動機づけにお
ける質と量の両面にわたる個人差の大きさを考えると、
体育・スポーツの動機づけ研究が個人内要因に焦点を当
ててきたのは当然のことと考えられる。しかしながら、
実践場面で多くの児童や選手に対応する必要のある教師
や指導者にとって、個への対応は必ずしも容易なことで
はない。このような意味において、体育・スポーツ場面
で動機づけ雰囲気のような状況要因の影響を検討するこ
とは、チームやクラスといった集団への動機づけを可能
にするという意味においても重要であり、今後さらに多
くの研究が行われることが望まれる。
　我が国においても体育学習における授業風土（動機づ
け雰囲気）の影響を検討した研究（松田・木原・島本，
2006）も見られるようになってきたが、これまでの体育・
スポーツにおける動機づけ雰囲気に関する研究の多くが
欧米を中心として行われていることを考慮すると、今後、
西田・小縣（2008）が指摘する文化的差異に配慮しつつ、
さらに多くの研究が行われる必要があろう。
体育・スポーツにおける動機づけ雰囲気研究の
最近の動向　　　　　　　　　　　　　　　　
　体育・スポーツにおける動機づけ雰囲気に関する研究
によって、熟達志向的雰囲気が動機づけ関連要因に肯定
的な影響を、成績志向的雰囲気が否定的な影響を及ぼす
ことが明らかにされてきた。その後、いくつかの展開が
みられる。
　まず、動機づけ雰囲気を測定する尺度の開発に関
して、これまでの教師・仲間・学習環境を含む多様
な側面からより限定した動機づけ雰囲気を検討しよ
うとする試みが行われていることである。例えば、
前述したPapaioannou（1998）は、教師による熟達
雰囲気と成績雰囲気のみを測定する尺度（Teacher-
Initiated Motivational Climate in Physical Education 
Questionnaire）を開発している。
　また、Ntoumanis & Vazou (2005) は、チームメー
トの動機づけ雰囲気を測定する尺度として、①進
歩（improvement）、 ② 関 係 性 支 援（relatedness 
support）、③努力（effort）、④チーム内競争（intra-team 
competition/ability）、⑤チーム内の葛藤（intra-team 
conﬂict）の５因子からなる尺度（Peer Motivational 
Climate in Youth Sport Questionnaire; Peer MCYSQ）
を開発している。
　さらに、Papaioannou, Tsigilis, Kosmidou, & Milosis 
（2007）は、これまでの体育・スポーツにおける動機
づけ雰囲気測定尺度の問題点として、①スポーツ場面
を対象としたものが多く、体育場面に適用できないこ
と、② Newton et al.（2000）の PMCSQ-2におけるメン
バーの重要な役割や失敗への罰といった下位尺度にみ
られるように、直接達成目標とは言えない下位尺度が
含まれていること、などを指摘している。そして、達
成目標の多目標説を取り入れながら、「熟達目標」、「成
績－接近（performance-approach）目標」、「成績‐回避
（performance-avoidance）目標」、「社会的承認（social 
approval）目標」の４目標から構成される新たな体育用
動機づけ雰囲気測定尺度を開発し、教師による動機づけ
雰囲気と個人の目標を明確に区別して測定する試みを
行っている。
　ここで、成績目標における「接近」と「回避」の区別
は、同じ成績目標であっても、「良い成績をとりたいから」
といった成績－接近目標と「無能だと思われたくないか
ら」といった成績－回避目標とでは、その機能が異なる
（Elliot & McGregor，2001）という指摘に基づくもので
ある。
　また、社会的承認目標の導入は、親和動機づけ、承認
動機づけ、所属欲求といった一連の社会的な動機づけが
学習場面の動機づけに関連するとしたWentzel（1999）
の指摘に関連している。このような社会的目標の導入は、
体育・スポーツにおけるこれまでの熟達目標－成績目標
といった二項対立的な目標に加え、体育・スポーツにお
ける動機づけに新たな視点を提供するものであり、体育・
スポーツにおける実践的な動機づけの指導に有益な示唆
を与えるものと期待される。
　もう１つは、体育・スポーツにおける動機づけに肯定
的な影響を及ぼすことが明らかとなった熟達志向的雰囲
気をどのようにして作り出していくのかという実践的研
究が増加している点である。前述したように、クラスや
チーム全体への働きかけの重要性を考慮すると、さまざ
まな介入プログラムを検討することは有益な示唆をもた
らすことが期待できることから、今後さらに研究される
必要がある。
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機づけ雰囲気を規定するのかという、動機づけ雰囲気の
規定因に関する研究の必要性があげられる。
　これまでの介入研究の多くは、Epstein（1988）の
TARGET構造を理論的背景としたものが多いが、教師
の指導様式や学校全体の教育方針、自律性支援といった
教師の具体的な行動や信念、さらには親との関係など多
様な要因が動機づけ雰囲気に影響すると考えられる。こ
れらの影響を検討することは、動機づけ雰囲気を焦点に、
体育・スポーツ指導に有効な情報を提供できると考えら
れる。
　教育場面において、学習意欲を高めるための一般化
された教育方法を導くことが困難な理由として、鹿毛
（2007）は、学習意欲が①場との相互作用によって生じ、
②不安定で「波」があり、③その質と量には個人がある
ことをあげている。
　動機づけの難しさは、体育・スポーツにおいても同様
であるが、体育・スポーツにおける動機づけ雰囲気に関
する研究はこのような困難な課題に対して新たな視点を
提供するものであり、有益な示唆が期待できると考えら
れる。今後、さらなる実践研究が幅広く行われることを
期待したい。
注 １）TARGET 構 造 と は、 ① 課 題（task）、 ② 権
威（authority）、③報酬（reward）、④グルーピング
（grouping）、⑤評価（evaluation）、⑥時間（time）の次
元である。
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動機づけ雰囲気研究の今後の展望
　体育・スポーツにおける動機づけ雰囲気に関する研究
を概観してきたが、最後に、今後のいくつかの研究課題
について触れておきたい。
　まず第１に、欧米における動機づけ雰囲気研究に比較
して、我が国における研究は、その質と量ともに必ずし
も豊富ではない。したがって、動機づけ関連変数との関
連を十分に検討しながら、達成目標理論の適用可能性を
さらに検討していく必要がある。
　そのためには、体育やスポーツ場面における動機づけ
雰囲気を測定する適切な尺度の開発がなによりも求めら
れよう。その際、「接近」と「回避」といった達成目標
の区別を指摘する新たな達成目標理論の展開や達成目標
と質的に異なると考えられる社会的目標への配慮が必要
になろう。社会的目標に関連して、中谷（1996）は、向
社会的目標と規範順守目標から構成される社会的責任目
標が児童の学業達成に影響を及ぼすことを明らかにして
いる。また、スポーツにおいても、個人志向性と社会志
向性からなる社会的な目標の重要性が指摘されている
（磯貝・徳永・橋本，2000）。このような社会的な目標は、
他者との協調が重要視される我が国において、重要な影
響が予測されることから、達成目標の文化差への配慮と
ともに、今後、十分検討される必要がある。
　また、前述した Papaioannou, et al.（2007）の新しい
動機づけ雰囲気尺度では、狭義の達成目標と達成目標に
影響する環境要因を区別し、教師がつくりだす動機づけ
雰囲気に限定した尺度の開発が進められている。体育・
スポーツ指導への実践性を考慮したとき、いずれの方法
が適切かは議論を待たねばならないが、いずれにしても、
今後、欧米とは異なる文化的背景を持つわが国独自の尺
度の開発とその精緻化がさらに求められよう。
　ところで、これまで動機づけ雰囲気が動機づけに及ぼ
す影響を検討する場合、従属変数として、内発的動機
づけや成績などが取り上げられることが多かった。しか
しながら、達成目標は達成行動への価値づけであり、学
習課題、学習状況をどう評価するかに影響する（上淵，
2004）こと考えると、動機づけ雰囲気は、上記の動機づ
け関連要因以外の体育・スポーツの学習場面における多
様な要因に重要な影響を与えることが予想される。
　例えば、Ames & Archer（1988）が指摘するように、
熟達雰囲気にあふれた学習場面が他者との成績を比較す
ることよりは学習のプロセス自体を重視し、たとえ失
敗したとしても不安を喚起しにくいものであるとするな
ら、近年話題となっている体育授業における心理社会的
ストレスへの適応（佐々木・西田・伊藤・磯貝・杉山・
渋倉，印刷中）やライフスキルの獲得（杉山・渋倉・西田・
伊藤・佐々木・磯貝，2008）など、体育学習の新たな可
能性を示唆する要因との関連を検討することで、動機づ
け雰囲気の新たな効果を確認することにつながるかもし
れない。今後、是非検討してみたい。
　最後に、どのような要因が体育・スポーツにおける動
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